
環境報告 ２０２０



持続可能な開発目標(SDGs)は２０１５年９月に
国連総会にて採択された、２０３０年までに人類
が達成すべき１７の目標と１６９のターゲットです

当社はISO14001に基づいた環境マネジメントシステム（EMS）を

構築し、運用しております。2017年9月には、ISO14001新規格へ

の対応と同時に、全拠点を統合した外部認証を取得しております。

これにより全社一丸となって環境保全に取り組んでおります。

また、環境負荷低減を通じて、SDGsの達成に貢献していきます。

環境保全の取り組み

低炭素社会の構築 循環型社会の構築 自然共生社会の構築環境マネジメント

当社はトヨタ自動車（株）の「トヨタ地球環境憲章」を受け、「環境に関する取り組みの基本方針」を2012年7月に制定

し、下記6つの柱で活動しております。全社と各事業所の環境会議を中心とした取り組み体制とし、さらには連結子会社と

も連携して、環境保全活動を推進しております。

環境に関する取り組みの基本方針

＜トヨタ地球環境憲章＞

1. 豊かな21世紀社会への貢献

豊かな21世紀社会へ貢献するため、環境との調和のある成長を目指し、事業活動の全ての領域を通じて、
ゼロエミッションに挑戦します。

2. 環境技術の追求

環境技術のあらゆる可能性を追求し、環境と経済の両立を実現する新技術の開発と定着に取り組みます。

3. 自主的な取り組み

未然防止の徹底と法基準の遵守に努めることはもとより、地球規模、及び各国・各地域の環境課題を踏まえた
自主的な改善計画を策定し、継続的な取り組みを推進していきます。

4. 社会との連携・協力

関係会社や関連産業との協力はもとより、政府、自治体を始め、環境保全に関わる社会の幅広い層との
連携・協力関係を構築していきます。

＜当社の環境に関する取り組みの基本方針＞

１．国・地方自治体などの環境法規制及びその他の要求事項を遵守するとともに、 車の生産により環境へ
及ぼす影響を予測・評価して、環境保全の維持・向上に努めます。

２．開発段階から軽量化、リサイクル性の向上、環境負荷物質の低減等に積極的に取り組み、 環境負荷の
低減とお客様に喜ばれる製品づくりを推進します。

３．社員の環境保全意識の向上を進め、一人ひとりが自覚と責任を持って循環型社会形成をめざします。

４．地域社会とのコミュニケーションを充実するとともに、地域における環境保全活動に貢献します。

５．緑豊かな自然との調和を考え、環境マネジメントシステムを継続的に改善して、環境負荷の低減を図ります。

６．この環境方針達成のため環境目的・目標を設定し、定期的に見直すとともに、必要に応じて改訂します。
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当社はトヨタグループの一員として、トヨタ自動車（株）が

2015年10月に発表した「トヨタ環境チャレンジ2050」の

実現に向けて取り組んでおります。

2050年までの長期的な取り組みを着実に推進するために、

5カ年ごとの中期環境取り組み計画＝環境取組プランを策定し、

計画的に実行しております。

環境取り組み体制

当社の重要環境課題について対応の方向付けを行い、環境保全活動の推進を図ります。

事業所毎の環境保全活動の
検討と推進を図ります。

トヨタ環境チャレンジ2050の実現に向けた取り組み

世界各国、各企業が積極的に推進しているCO₂排出量低減を受

けた、「2050年工場CO₂ゼロチャレンジ」の実現に向けて重点

推進しています。

定期的に開発部門、ものづくり各研鑽部（生産技術部門）、

工場の関係者が参集。

トヨタグループ各社とも連携しながら、革新技術を計画的に導

入する検討を進めています。

関係者が一同に集まり、

革新技術導入の進め方を議論して活動推進
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環境取組プランの策定と推進

長期的なビジョンを具現化するために、5カ年毎に環境取組プランを策定して取り組んでいます。

5年後の到達目標を定め、実行計画を策定し、着実に環境負荷低減を進めております。

こうした環境取組プランは1993年に第1次を策定し、以降5年間ごとに策定、実行してきました。

2020年を最終年とした第6次プランが完了し、2021年～2025年の第７次プランを推進中です。
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第６次環境取組プランの推進

当社は２０２０年度までの中期環境

取組計画＝第６次環境取組プランを

策定して取り組んで参りました。

本プランでは「低炭素社会」「循環

型社会」「環境保全と自然共生社会」

を３本柱にして活動を推進し、全項目

目標達成しました。
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環境取り組み計画 (第6次環境取組プラン）

「第6次環境取組プラン」の最終年に当たる2020年度は、全社が一丸となった取り組みの推進により、

全ての項目で目標を達成することができました。
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